
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発行 広島牛振興協議会 編集・監修 広島県 

問合せ 広島県畜産課 TEL（082）513-3598 

 西条農業高等学校，取組評価部門優秀賞受賞おめでとう！ ～第６回和牛甲子園開催！～ 

 畜産統計情報 

 令和４年畜産統計情報を，令和４年 11 月 30 日に国が発表しました。 

 対前年比では，肉用牛飼養頭数は全国で約 261 万頭となり，９千頭（0.４％）増加しています。黒毛和種を中心とした子取り用雌牛

（繁殖牛）も，約 64 万頭と４千頭（0.6％）増加しています。肉用種（大半が黒毛和種）の肥育頭数は，全国で約 80 万頭とほぼ横ばい

となっています。 

広島県内の和牛肥育頭数は，平成 30 年以降の増加傾向を維持しています。また，繁殖牛頭数は，近年，約 4,700 頭の横ばい傾向とな

っています。 

肥育頭数の増加は，繁殖肥育一貫化を含む肥育経営体の規模拡大や，酪農経営体等での供給協定による受精卵移植の取組等によるもの

と考えられます。今後も，生産基盤の強化及び広島和牛のブランド力向上，販売力強化につながる取組を継続していきます。 

広島県では，必要な防疫措置を実施中です。鶏を飼養されている方は，鶏舎付近の消毒をお願いします。 

令和 5 年 1 月 19 日（木）・20 日（金），全国農業協同組合連合会主催のもと和牛甲子園が

開催されました。これは，和牛を飼育する農業高校生「高校牛児」が，日ごろの飼育の取り組

みや育てた牛の肉質を競うもので，研究成果を発表する取組評価部門と出品牛の肉質を競う枝

肉評価部門で構成されます。 

第６回となる今回は，過去最多となる４０校が出場し，５５頭の和牛が出品されました。 

広島県からは，広島県立西条農業高等学校が出場し，「早期肥育と脂肪の質向上にむけた取

組」を発表し，見事，取組評価部門で優秀賞を獲得しました！ 

昨年（第５回）の取組評価部門の最優秀賞に続き，二大会連続上位入賞の快挙です！ 

枝肉評価部門では惜しくも賞獲得には至らなかったものの，出品牛の中で最も若齢となる

22 か月齢と 24 か月齢でしたが，格付けは高品質な A4 と A5 等級でした！加えて，「脂肪

の質」の評価値である MUFA も 57.4％と 64.0%と良好であり，取組結果がしっかり品質に

表れていることがわかります！ 

【和牛甲子園】 

ＪＡ全農が主催者となり，①将来の担い手候補である高校生の就農意欲の向上。②日本各地で同じ志を持つ高校生同士のネットワークを創出し，意欲と

技術の向上を図る。この２点を目的に開催されています。インターネットで動画閲覧可能です。詳しくは，「和牛甲子園」で検索してください。 

【出品枝肉１】 24 か月齢 去勢 

立烏帽子×沖茂神竜×安福久 

Ａ４（BMS No.７），枝肉重量 475kg 

ﾛｰｽ芯 70.0cm2，MUFA57.4％ 

【出品枝肉２】 22 か月齢 去勢 

福之姫×田安照×安茂勝 

Ａ５（BMS No.９），枝肉重量 506kg 

ﾛｰｽ芯面積 59.0cm2，MUFA64.0％ 

肥育頭数はほぼ横ばい，繁殖牛は増加傾向です。 肥育頭数は増加傾向，繁殖牛はほぼ横ばいです。 

 

【飼養頭数の推移】 

全国 広島県

肥育牛 対前年比 繁殖牛 対前年比 肥育牛 対前年比 繁殖牛 対前年比

H25.2.1 789,800 618,400 6,780 4,470

H26.2.1 772,000 97.7% 595,200 96.2% 6,380 94.1% 4,330 96.9%

H27.2.1 740,700 95.9% 579,500 97.4% 6,390 100.2% 4,100 94.7%

H28.2.1 720,000 97.2% 589,100 101.7% 5,830 91.2% 4,350 106.1%

H29.2.1 722,300 100.3% 597,300 101.4% 6,050 103.8% 4,150 95.4%

H30.2.1 736,600 102.0% 610,400 102.2% 5,740 94.9% 4,910 118.3%

H31.2.1 753,400 102.3% 625,900 102.5% 6,220 108.4% 4,650 94.7%

R2.2.1 784,600 104.1% 622,000 99.4% 6,740 108.4% 4,640 99.8%

R3.2.1 799,400 101.9% 632,800 101.7% 6,880 102.1% 4,740 102.2%

R4.2.1 798,300 99.9% 636,800 100.6% 6,880 100.0% 4,650 98.1%
※肥育牛は，肉用種の肥育用牛頭数を引用。繁殖牛は，肉用種の子取り用雌牛頭数を引用。（畜産統計より）

 西条農業高等学校のみなさん，大変おめで

とうございました！ 

全体では，総合評価部門 最優秀賞を岐阜

県立大垣養老高等学校が受賞しています。 

全国の「高校牛児」の今後の活躍に大期待

です！ 

 

 

西条農業高等学校の生徒の皆さんと 

「みつり（写真真ん中）」と「すずひめ（写真左）」 

▲
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問合せ 広島県畜産課 TEL（082）513-3598 

次回は， 

令和５年４月 19 日発行予定！ 

広島和牛NEWSはWeb で閲覧できます！！⇒「広島和牛NEWS」で検索！ 

右の QR コードから広島和牛 NEWS ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰをご覧いただけます。iPhone の場合，標準ｶﾒﾗｱﾌﾟﾘをかざすだけで読取り可能です。 

インスタグラム フェイスブック

ンスタグラム 

インスタグラム，フェイスブックで広島和牛の話題を世界中に発信中！フォロー・いいね！お願いします！!(^^)! 

右の QR コードからご覧いただけ 

ます。iPhone の場合，標準ｶﾒﾗｱﾌﾟﾘ

をかざすだけで読取り可能です！ 

★ 広島県からのお知らせ ～家畜改良増殖法に基づく立入検査が始まっています～ 

令和２年 10 月の法改正を受け，農林水産省（中国四国農政局）による家畜人工授精所への立入検査が義務化されました。 

 広島県内では，12 月中旬から立入検査を実施していますが，高病原性鳥インフルエンザが発生したため，計画を一部見直して実施す

ることとしています。４月以降，該当する家畜人工授精所の方には，県から日程調整の連絡をさせていただきます。 

 なお，家畜改良増殖法理解促進のために，３月７日～３月 31 日の期間で e-ラーニング（動画視聴）を実施できます！ 

 「増殖法ってそもそも何？」と思われる方，ぜひ受講してみてください！受講後のテストで合格されると，合格証も発行されます！ 

 詳細は，「日本家畜人工授精師協会 HP」の「法令研修会の動画視聴」をチェック！ 

 

 

◆家畜伝染病予防法に基づき，「定期報告書」を最寄りの畜産事務所に提出してください。 

◆提出期限は，毎年４月１５日となっています。 

◆提出資料は，毎年２月１日時点の家畜の飼養状況・衛生管理基準のチェック表・農場平面図等です。様式の変更があります。資料は，広島県ホー 

ムページからダウンロードが可能です。広島県ホームページで「家畜伝染病予防法に基づく定期報告について」で検索してください。 

◆提出は，郵送またはファクシミリでお願いします。 

   畜産事務所名     電話番号／ＦＡＸ                 管    轄 

  西部畜産事務所 (082)423-2441／(082)424-1826 広島市，竹原市，東広島市，安芸高田市，熊野町，安芸太田町，北広島町ほか 

  東部畜産事務所 (084)921-1311／(084)921-1229 三原市，尾道市，福山市，府中市，世羅町，神石高原町 

  北部畜産事務所 (0824)72-2015／(0824)72-7334 三次市，庄原市 

☆詳しくは，広島県ホームページで「飼養衛生管理基準」で検索，または，最寄りの畜産事務所にお問い合わせください。 

≪家畜を飼養・管理している皆様へ≫ 広島県からのお知らせ 

 『比婆牛』の認知度向上に向けた取組を行っています！ 

 令和５年１月 23 日（月），今年度，県が実施した「比婆牛の魅力体験フェア」に参加された県内高

級飲食店７店舗のシェフや料理人の皆さんが庄原市を訪問し，比婆牛をはじめとする広島和牛の歴史

を学ぶとともに生産現場を見学しました。当日は，まず，広島和牛歴史資料館（三次市三良坂町）にお

いて，庄原市と全農ひろしまから，広島和牛の歴史や実績などについて説明を受け，その後，（株）ひ

ば高原田中牧場（庄原市東城町）において，実際に比婆牛を見学して，代表の田中さんから飼料のこだ

わりや飼養管理方法等について説明を受けました。 

参加者からは，「歴史などの背景を知ることが出来て勉強になった」，「もっと資料館を知ってもらっ

た方が良い」，「生産者の思いを知ることができて良かった」といった感想が寄せられました。 

昼食は，「ラ・フォーレ庄原」で比婆牛の特別ランチを堪能し，参加者同士の交流が図られました。 

 参加者の皆さんには，店舗での提供の際に，今回実感された歴史や味の魅力を，直接お客様に伝えて

いただき，比婆牛と広島和牛のファンを拡大して頂きたいです！ 

〔お詫びと訂正〕１月 25 日発行の「広島和牛Ｎｅｗｓ No.69」の記事，『種雄牛を選抜しました！～期待の種雄牛「福梶大柴」』において， 

枝肉成績の表に誤りがありました。以下のように訂正し，お詫び申し上げます。 

 

 

 

 

【誤】 【正】 

令和５年２月 16 日（木），県は，メディアや観光業者の方を対象に，比婆牛の歴史や実績を知り，

実際に食べて体験してもらう取組を実施しました。 

当日は，５媒体から参加があり，「比婆牛の魅力体験フェア」に参加している「中国料理 煌蘭苑」，

「イタリア料理 イプシロン」で，比婆牛を使った料理を味わってもらうとともに，県畜産課から，歴

史や実績，現在の取組等について説明を行いました。 

参加者からは，「脂がさっぱりしている」，「庄原以外でも食べられるお店が増えたら良い」，「旅行商

品に組み込んだら喜ばれる」などの意見が寄せられました。 

メディア等を通じた発信で，県内外での比婆牛など広島和牛の更なる認知向上が期待されます！ 

 （１）シェフや料理人の皆さんが比婆牛のふるさと・庄原市を訪問！ 

 

 （２）メディア関係の皆さんが広島和牛の歴史と味を堪能！ 

 

▲広島和牛歴史資料館を見学 

▲比婆牛料理を堪能（ｲﾀﾘｱ料理 ｲﾌﾟｼﾛﾝ） 


